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考察の概要4

 本説明資料の「上付き」数字は、本文の参考文献の番号と同じです。
 本説明資料の「図表番号」は、本文の図表の番号と同じです。
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気候変動による渇水への影響を把握するため、 96の1級水系を対象に、 10年

に1回の規模よりも厳しい少雨年の発生頻度の変化を計算した。

（目的）水資源に関する中⾧期的な計画において，
気候変動の影響を考慮する必要性を判断するための基礎資料・根拠資料にする。

 2020年に公表された環境省の気候変動影響評価報告書2)では，水資源分野における気候
変動による影響として，無降水日数の増加や積雪量の減少，蒸発散量の増加による河川流
量の減少が指摘されている．

 2022年に公表された淀川水系における水資源開発基本計画6)では，「気候変動の渇水への
影響の予測・評価手法の更なる進展及び将来予測・評価結果並びに適応策に関する知見等
を踏まえ，適時，本計画に反映していく」と記載されている．

 「河川砂防技術基準計画編技術資料7)」では，河川の適正な利用及び流水の正常な機能
の維持のために必要な流量の確保について，原則として10ヶ年第1位相当の渇水時においても
必要な流量を確保すると記載されている。

（背景）
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１．地域気候モデル（SI-CAT DDS5TK 8) ）をDIAS11)からダウンロード

２．アメダス・国交省の840地点の観測データを用いてバイアス補正（Dual-Window補正14)）

３．過去実験の非超過確率1/10の流域平均年降水量を計算（ティーセン法・ワイブル分布15)）

４．将来実験の流域平均年降水量が上記の値を下回る頻度を計算し、比を算出

項目 概要

モデル 非静力学地域気候モデル(JMA-NHRCM)

水平格子間隔 5km

初期値・側面境界値 d4PDF20kmRCM

計算期間 7月24日～翌年8月30日

過去実験年数
372年分（31年×12パターン）

(1980年～2011年)

将来実験年数

372年分（31年×6SST ×2摂動）

2K実験(2060年～2091年)
4K実験(2080年～2111年)

表-1 SI-CAT DDS5TKの概要

図-2 Dual-Window補正によるバイアス補正手法の概念図
（Watanabe et al.,(2020)より引用し改変）※SI-CAT DDS5TKの計算領域に含まれる１級水系は96水系
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図-8 年平均流域降水量が年非超過確率1/10降水量を下回る

頻度の過去実験に対する将来実験の比の度数分布図
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図-9 年平均流域降水量が年非超過確率1/10の降水量を下回る

頻度の過去実験に対する将来実験の比の平面分布図
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 96の1級水系における気候変動による非超過確率1/10の少雨年の発生頻度は，多くの水
系で増加傾向となる

 気候変動の影響により，非超過確率1/10の低水流量が多くの水系で減少傾向となる可能
性がある

 気候変動の影響により，これまでに開発された水利流量・維持流量が多くの水系で減少傾
向となる可能性がある

 気候変動による既設ダムの利水容量・不特定容量の機能への影響を評価することが望まし
い

 将来の水資源開発に関する中⾧期的な計画においては，気候変動の影響を考慮すること
が望ましい

 気候変動による渇水リスクへの影響をより直接的に把握するために，気温の上昇により変化
する蓋然性が高いものと想定する蒸発散量や積雪量・融雪量の変化を反映させた上で，降
水量等を外力として流出解析により河川流量を算出することが課題
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